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新年あけましておめでとうござい
ます。

リーマンショックに端を発した景
気低迷は，ようやく底を打ったかの
ように思えますが，慢性的な円高
や近隣諸国の政情不安，さらにレア
アース問題など，景気回復にさまざ
まな方面から障害が立ちふさがると
いう状況には，もどかしさすら覚え
てしまいます。年が明けた兎年の
2011 年。「兎年は跳ねる年」にあや
かり V字回復とまではいかなくと
も，せめて明るい見通しの下で日々
を過ごしたいものです。
さて，新年号は例年にならい「建
設機械」の特集をお届けしました。
建設機械の代表機種である油圧ショ
ベルに関して言うならば，中国に代
表される新興エリアの需要増に後押
しされ，部品の確保に窮するほどに
生産台数の回復が見られました。残
念ながら国内需要については同様と
まではいきませんでしたが，最先端

の技術を投入して次世代の礎とな
る製品を開発～市場投入して世界の
先頭を切るという役割は，やはりこ
の日本市場が担っているといえるで
しょう。
言うまでも無く，開発のキーワー
ドは「環境」です。ハイブリッド・
ショベルに代表される環境に配慮し
た新技術は既に次世代のものではな
く，新たな主流として市場浸透が進
んでいます。見た目には大きく変
わっていないようですが，その中身
は IT技術までも盛り込んだ全くの
別物となりました。多くはディーゼ
ルエンジンを原動機とした油圧駆動
という，基本要素は変わらぬままで
進化を遂げてきた建設機械ですが，
日米欧での排ガス 4次規制が本格開
始となるこの 2011 年は，大きな転
換期となるのかもしれません。
最後になりますが，お忙しい中に
もかかわらず寄稿いただいた方々に
は，直接御礼のご挨拶ができないこ
とをお詫び申し上げるとともに，こ
の場をお借りして厚く御礼を申し上
げます。� （渥美・堀田）

2 月号「解体とリサイクル，廃棄物処理特集」予告
・建設副産物リサイクル広報推進会議の活動　官民の協同による建設リサイクル推進の取組み
・遠隔操作で煙突を解体
・現地発生材のリサイクル法面緑化工法
・長大ハイブリッドケーソンの製作と曳航・据付　衣浦港 3号地廃棄物最終処分場整備事業護岸工事
・低炭素アスファルト混合物
・シアン汚染土壌に対応した土壌洗浄法
・建設・鉱山機械のコンポーネントリマン事業（部品再生・リサイクル）
・メインブーム兼用型解体機
・自走式横入木材破砕機の紹介
・リフマグ仕様機
・高レベル放射性廃棄物
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